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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、「医療事故生成プロセス防御モデル」を背景理論に、リスク認知を中心とし

た新たな「医療安全の心理教育」を開発することであった。2009～2011 年度において事故生成

プロセスを反映した疑似体験を工夫し、体感と具体的理解をもたらす人工空間の創作を試みた。

そして、人間のヒューマンエラーに関するバイアスやヒューリスティック、環境要因の影響を

シミュレーションゲーム法を適用し、医療安全教育に使用した。さらに効果の検証も行った。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this research was to develop new psychological education program for 
medical safety based on the protection model against an accident generation process, 
focusing on risk cognition. In the 2009 to 2011 fiscal year, several virtual experience 
programs were developed. In a role-playing game, an accident generation process was 
simulated by creating artificial environments which bring players about recognition and 
understanding how an accident takes place. The influence of the bias about human error, 
heuristics, and an environmental factor was used for medical safety education, and the 
effect of the game was evaluated. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)研究の現状 

エラー研究は心理学的知見が蓄積され、

高い応用可能性が潜在する。医療事故防止

にはリスクの認知と対策が不可欠だが、現

場は様々な人や物が混在し、誘因や原因が
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複雑に絡み、流動的である。リスクの複合

的な認知から事故に至る過程を人為的に

再現し、現場の心理的再構成を試みる手法

は、国内外を問わず研究が着手されていな

い、未挑戦のテーマである。 

我々は看護学と心理学を専門とするチ 

 ームである。医療事故防止への基礎看護 

教育の課題を探る先の科研研究で、医療事

故防止へ①「学生のヒヤリハット経験」「新

人 Ns のヒューマンエラー」「看護場面での

医療事故の背景」を調べた。②「医療事故

生成プロセス防御モデル」を作り、背景要

因の連鎖とエラー発生の過程を仮説化し

た。③看護教育で個人のリスク認知能導く

新しい医療安全教育法を創出する。的な初

期介入策となること、また多要因をリアル

に組み込んだゲーム化で、過程の疑似体験

が可能なことに気づいた。 

 

 ２．研究の目的 

 我々が、先の科研研究の調査結果から立

ち上げた理論モデルである、「医療事故生

成プロセス防御モデル」は、多要因を組み

込んで、医療事故の発生・防止機序の総括

的理解を可能にする枠組みである。これを

背景理論に、リスク認知を中心とした新た

な「医療安全の心理教育」を開発すること

を目的とした。   

従来の安全教育は事故情報の共有が中

心で、心理的変化を直接ターゲットにした

教育法は未開拓である。事故生成プロセス

を反映した疑似体験を工夫することで、体

感と具体的理解をもたらす人工空間の創

作を試みたい。シミュレーション等の心理

学の手法を応用することで、心理レベルの

変化を効果的に導く新しい医療安全教育

法を創出する。 

 

３．研究の方法 

(1) 医療事故生成プロセス防御モデル分析

を背景にした、医療安全に関する心理教

育の開発を行う。 

①心理教育プログラム構成、教材の開発、    

効果測定様式を整備し、独自の医療安全  

教育の研修プログラムとして実施。前後   

変化の測定、追跡調査を実施する。 

②実践例を蓄積し、効果発生を巡るメタ分  

析を行う。 

③初期案を修正して、実施方法と測定方法  

を整備した、完成プログラムとして提案 

する。 

(2) 基礎実験と準実験の二つの実験法を併

用した、事故発生機序と人為的操作性の

微視的分析 

① 教室での教育実験は、装置を用いて反応

を記録し、準実験パラダイムで分析。エ

ラー関連の行動特性の出現過程を検討し、

適切な刺激設定を見極める。 

② 実験室実験では、教室での操作要因と

反応要因を、人工的に集約した環境で

実験的に再現し、反応を微視的に分析。

認知科学のエラー研究と、教室実践を

対応させて、人為的操作からエラー発

生に至る機序を解明する。 

(3) 質的手法と量的手法の統合研究による、  

個人要因と環境要因の総合的・連鎖的関  

係性の検討 

① 質問紙法と面接法で、リスクの「個人

要因」と、チーム特性や組織風土など

「環境」との連鎖を辿り、背景モデル

である「医療事故生成プロセス防御モ

デル」の下位過程を精緻化を行う。 

 

４．研究成果 

   先に述べた研究方法の(1)医療安全に関

する心理教育の開発, (2) 基礎実験と準



 

 

実験の二つの実験法を併用した事故発

生機序と人為的操作性の微視的分析に

関し重点的に実施したので、下記にその

成果を報告する。 

 (1)平成 21 年度の成果 

 ①シュミレーションゲームの開発:我々は、

これまでリスク評価や異文化交流で行わ

れてきたゲーミングシュミレーションの

手法を、医療安全に導入することに着想

した。ゲームには第一種：特性ゲーム（認

知特性などに関わる原理を再認識させ

る）と第二種：状況ゲーム（大まかなシ

ナリオを基に演技をして、エラーの危険

をミニチュア的に体験させる）がある。 

②第一種特性ゲームに関しては、SEG，TKG，

MFG，KDG，KKG，STG, SKG，KBG，KHG の 9

つのゲームを開発した。看護学を専攻す

る 1 回生に対し、実験前後の意識の変化

と気付きを測定した。実験後には、医療

安全についてゲーム体験と解説によって

学習し、医療安全のために重要なことを

よく理解したことがうかがえる。実験後

は多くの学生が、ゲームで説明した、丁

寧で正確な作業をすることの重要性や、

メモをうまく活用することの重要性を、

医療安全のために重要なこととして挙げ

ていた。 

   ③第二種状況ゲームでは、医療現場を想定

し、時間的切迫、複数業務の同時進行な

どのエラー誘因を組み込んだ。そして看

護師や患者などの役回り遂行における困

難を体験するゲーム（多重課題ゲーム）

の開発を行い、心理的反応を測定した。  

2 回生を対象に、1.薬の分配に関する正確

さ 2.ゲーム実施前後の変化を評価する

評定法 3.各役割体験の学びに関する自

由記述等で ゲームへの反応を測り、実

施方法と教育効果に関する意見を得た。 

4 グループに分かれて作業の速さを競

争させた結果、1.薬剤分配に関する評価

では、薬の種類や量に誤りが見られ、正

確な分配ができたのは 1 グループのみで

あった。2.教育効果をみるため設定した

43 項目に関し、最も評定が高かった項目

は「人がしていたことを引き継ぐのは難

しい」で、次いで「指摘されずに間違っ

たままのことがあるかもしれない」「複数

で確認しながら作業しても正確とは限ら

ない」で、25 項目の評定が有意に上昇し

た。 

 

(2) 平成 22 年度の成果 

  ①シュミレーションゲームの開発:今年   

度は、ヒヤリ・ハットが生じる要因を取

り入れた<人物記憶ゲーム><配薬課題ゲ

ーム><W チェックゲーム>を作成・実施し

た。人物記憶ゲームでは「記憶の忘却・

変容」,配薬課題ゲームでは「時間切迫」,

｢作業中断」,Ｗチェックゲームでは「社

会的依存」等の要素を取り入れた。これ

らを学生に実施し,ゲーミングシミュレ

ーションの効果を測定した。その結果、

①ゲーム実施前後の意識変容では｢エラ

ーが発生する条件や環境に関する学び｣,

「学生時代での医療安全教育の重要性」

の項目において、実施後の方が有意な上

昇が認められた。更にゲーム経験群と非

経験群では｢無意識に自分が間違いを犯

している｣，｢医療事故の予防対策や工夫

についての知識習得｣に関する項目にお

いてゲーム経験群の方が有意に高い値

を示していた。 

② 配薬課題ゲームでは数の間違いに関し,

中断群の方が条件なし群より多かった 。 

③ Ｗチェックゲームでは,本調査において

間違った数に関し,新人 Ns 群の方が条件



 

 

なし群より有意に低かった。また「人に

頼る気持ちがあった」等の心理面に関し, 

ベテラン Ns 群の方が条件なし群より有

意に高いことが明らかになった。                                                                

以上の結果より、学生がゲーミングシミ

ュレーションを体験することで,医療安

全に関する意識の変容が生じることが明

らかとなった。また,中断が作業に与える

影響や,Ｗチェックにおけるミス発見率

は前チェック者の特性に左右されること

が示唆された。 

④ 教育プログラムの開発 

  これまでの認知面に焦点を当てたゲーム

作成から、チームワークやコミュニケー

ションに焦点を当てた病院向けのゲーム

を作成し、依頼のあったＡ病院（病床数：

1000）で実施した。実施後の感想は ゲー

ムを楽しんでいたことを示唆する内容で

あり、医療の安全性のために、より良い

チームを形成するための動機づけとなっ

たことが明かになった。 

 

 (3) 平成 23 年度の成果 

平成２３年度の計画は，実験室実験：各

介入要因を抽出して操作し，影響を実験デ

ータで検証すること 及び 実験デザイン

を確定し， 認知評価，行動評価の手法で

エラーを起こしやすい群(高群)と起こし

にくい群（低群）の学生を比較することで

あった。 

①《研究の概要１》 

「メモ」と「聞き直し」の記憶補助の効

果を検証すると共に，被験者がどのよう

にゲームを捉えているのかを明らかにす

ることを目的とした。併せて，ゲーム被

験前後の医療安全に関する意識変容を検

討した。1.調査対象はＡ大学看護学生 4

回生 2.対象者：被験者 54 名と非被験者

24 名 3.調査時期・方法：平成 23 年 10

月 5 日 4.調査内容：1）本調査では，a.

メモあり b.聞くだけ c.聞き直しの3群を

設定し，記憶補助の効果を検証した。さ

らに、学びの自由記述を基に、数量化Ⅲ

類を用いてカテゴリーの分析を行った。

また、ゲームにおける心理的負担感を問

う設問15項目において5段階評価させた。

2）医療安全に対する意識変容についてゲ

ーム調査前後に評定用紙を用い，対応の

あるｔ検定を用いて分析した。更に非被

験群との比較を行い，ゲーム体験による

医療安全に関する意識の差を分析した。

多重課題による作業中断状況では、メモ

をすることによって記憶の保持に繋がる

ことが実証された。またメモの重要性に

関する学びが得られており，ゲームを通

してその効果を体験したと推察される。 

②《研究の概要２》 

思い込みによるエラー経験の効果を検証

すると共に，ゲームが学生にもたらす心

理効果を明らかにすることを目的とした。

調査対象は、研究１と同様。方法： 1)学

生を 8 チーム 4 群に分けた。群分けは以

下の通りである。[条件] 1 群：ラベル詳

細小文字群，2群：小さい文字群，3群：

大きい文字群，4 群：注意書き群とした。

各群の正解数(指示内容との一致)と所要

時間について，分析を行った。[実施方法]

各チームに対し前から順番に，封筒から

物品名が書かれた紙を取り，その物品を

物品置き場から取ってくるように指示。

形状や名称が似ている物品も混ぜて並べ

た。リレー終了後，記載した物品名と取

ってきた物品が一致しているかを，点検

した。結果から，類似した物品は間違い

やすく，時間切迫などによる心理的状況

により，確認する作業を怠る傾向がある



 

 

ことが明らかになった。また文字の大き

さや見やすさも，思い込みに影響するこ

とが示唆された。今回のゲーム体験を通

して，学生は多くの学びを得ており，こ

れらは今後の医療事故対策や教育を考え

て行く上で，重要な意味を持つことが明

らかになった。 

      以上の結果に関し、特に教育や臨床現

場に携わる看護師や医療関係者からは

“高い評価”を得ており、“是非、現場で

使用してみたい”との声が聞かれている。

今後はアクシデントやインシデントに至

った要因別のゲーム作成を行い、更なる

精緻化を目指す予定である。 
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